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概    要 

1 （学術論文） 

Mitotic abnormalities and 

spindle assembly checkpoint 

inactivation in a cell model of 

Shwachman-Diamond 

syndrome with mutations in 

the  Shwachman-Bodian-

Diamond syndrome gene, 

258+2T > C. 

共著 

 

2024 年 10 月 

 

Drug Discov Ther 

2024 Nov 

15;18(5):283-289 

 

SDSモデル細胞において、SBDS発現低下により

紡錘体チェックポイント機構の異常が起こること

が示唆された。 

（総ページ数：   6 頁） 

（著書全体の著者名  Yukihiro Sera, Tsuneo 

Imanaka, Yusuke Iguchi, Masafumi Yamaguchi ） 

共同研究につき本人担当部分抽出不可能 

 

2 （学術論文） 

SBDS Gene Mutation 

Increases ROS Production and 

Causes DNA Damage as Well 

as Oxidation of Mitochondrial 

Membranes in the Murine 

Myeloid Cell Line 32Dcl3 

 

共著 

 

2024 年 6 月 

 

Biol Pharm Bull 

2024;47(7):1376-

1382 

 

SDS 患者から同定された変異を持ったモデル細

胞（SDS 細胞）をゲノム編集を用いて樹立した。こ

の細胞は ROS 産生、ミトコンドリアの酸化脂質、

そしてゲノム DNA の切断の亢進が認められた。 

（総ページ数：   7 頁） 

（著書全体の著者名 Yukihiro Sera, Sakura 

Yamamoto, Akane Mutou, Shuta Koba, Yuki 

Kurokawa, Tsuneo Imanaka, Masafumi 

Yamaguchi） 

共同研究につき本人担当部分抽出不可能 

 

３ 

 

（学術論文） 

Knockdown of the 

Shwachman-Diamond 

syndrome gene, SBDS, induces 

galectin-1 expression and 

impairs cell growth 

共著 

 

2024 年 4 月 Int J Hematol. 

119(4):383-391 

SDS 患者由来の細胞で Gal-1 遺伝子の発現上

昇を見出した。Gal-1 は分泌タンパク質であるた

め、正常細胞に添加すると SDS患者由来の細胞

と同様に細胞増殖が低下した。                

（総ページ数：   8 頁） 

（著書全体の著者名  Masafumi Yamaguchi, 

Yukihiro  Sera, Hanae Toga-Yamaguchi, 

Hrokozu Kanegane, Yusuke Iguhchi, Kingo 

Fujimura） 

共同研究につき本人担当部分抽出不可能 

 

4 （学術論文） 

不安を自信に : 初年次学生

に対する支援の工夫 

(誌上シンポジウム 心理学

の軌跡 : 薬学教育における

実践的アプローチ : 学習の

動機づけとそれに関連する

諸要因の観点から) 

共著 

 

2025 年 9 月 薬学教育 

2025年 9 巻 

137-144 

学生の抱く不安感と学修行動，および学業成

績の関連を示すとともに，不安解消に向けた

取り組みについて事例を紹介した。 

（総ページ数：   9 頁） 

（著書全体の著者名 兒玉 安史、山口 雅史） 

共同研究につき本人担当部分抽出不可能 

 

5 （学術論文） 

ナッジ理論を活用した血圧

測定介入による大学生の健

康意識醸成と地域連携への

展開 

共著 

 

2026 年 3 月 広島国際大学基盤

教育センター紀要 

第 10 号 ,  29-39, 

2026 

ナッジ理論を応用した血圧測定 介入による

健康意識の変化と地域連携への波及可能性を

検討した。 

（総ページ数：   11 頁） 

（著書全体の著者名 山口 雅史、前田志津

子、金子哲夫）共同研究につき本人担当部分抽

出不可能 
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